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1.　ICT環境と「教科センター方式」

本校は2010年9月に現在の新校舎に移転し、各教
科が専門教室を持つ「教科センター方式」で教室運営
を開始するとともに、全教室に電子黒板、プロジェク
タ、授業用のパソコンを設置し、あわせて校内LAN
を整備した。機器の電源スイッチやコンセント類はす
べて黒板下のICTボックスに集約されている。（図1）

また技術教室、CALL教室にあわせて約80台の生
徒用パソコン、図書・メディアセンターに授業、昼休
み、放課後に生徒が自由に利用できるノートパソコン
40台を配備している。
「教科センター方式」とは、各教科の教員が教室へ

出向いて授業をするのではなく、欧米の学校のよう
に、生徒が授業ごとに毎時間、教員が待つ各教科の教
室へ移動して授業を受ける教室運営である。教科教室
ごとにゾーンが分かれていて、学習への興味や関心を
引き出すように各教科の学習にかんする展示物や自由
研究などの生徒作品が教科教室やメディアスペースに
置かれている。

本校では現在、「教科センター方式」による教室運
営と電子黒板、校内LANなどのICT環境整備に加え、
タブレット端末の導入により、生徒がより主体的に学
べる環境づくりをめざしている。

タブレット端末の導入の方法には色々なパターンが
ある。グループ（3 ～４人）に一台、授業時に一人一台、
個人所有で一人一台などのケースが挙げられる。本校
では次のような経緯で少しずつ管理運用の仕方と授業
で活用しながら検証をすすめ、スモールステップで導
入を進めてきた。
• 2012年度は借用した20台のタブレット端末
（iPad）を用いて２年生の英語授業で検証

• 2013年度は学校に予備機を含め１クラス分40台の
タブレット端末（iPad）を導入し、授業時一人一台
環境の条件のもとで社会、保健体育、英語などの
教科や学園祭準備などで活用し、その効果を検証

• 2014年度新入生より個人所有の形で一人一台の
タブレット端末（iPad mini）を導入し、各教科の
授業で活用を開始

• タブレット端末の導入にあわせて、CMSを用い
た学習ポータルサイトを構築、教科の教材配布な
どに活用

• 2014年度夏休みに全教室にWi-Fiアクセスポイン
トを設置、校舎全域で利用開始（図2）

OSやアプリケーションのアップデート、アプリの
配布などタブレット端末の管理はApple Configurator
とMDM（=Mobile Device Manager）との組み合わせ
で行っている。Apple Configuratorと（28ポートの）
USB同期ハブを用いて、タブレット端末の基本的な
初期設定を行い、監視下に置く。その際にWi-Fi接続

図1　教室のICT環境 図2　システム構成図
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やMDMの設定情報（プロファイル）を流し込む。
MDMを用いることにより、OSやアプリのアップデー
ト、アプリの配信や削除などがWi-Fiを通して一括管
理することができるので、更新作業のたびにタブレッ
ト端末を回収する必要がほとんどなくなる。タブレッ
ト端末を大量導入する場合には不可欠のシステムであ
る。本校では現在、通常ではアプリストアはタブレッ
ト端末に表示されないように設定されており、生徒が
勝手にアプリを購入し、インストールできないように
制限を加えている。

学習用のアプリケーションとして主なものをあげると、
英和・和英辞書、国語辞典、授業支援ツールとしてロ
イロノートスクール、iWorks、iBooks、MSOfficeを
あらかじめインストールしている。

英語や国語の辞書については、従来入学と同時にほ
とんどの生徒が電子辞書を購入していたことから、タ
ブレット端末にも電子辞書の機能を持たせ、オフライ
ンでも使用できるようにと考えた。また授業支援アプ
リについてはクラウド型で課題提出、思考の共有、比
較、教員タブレット端末からの画面配信などの機能を
持ちあわせており、授業で活用されている頻度が高
い。

教員が制作したデジタル教材を学習ポータルサイト
を通じて配布し、授業や予習・復習などに活用してい
る。（図3）

2.　授業実践

□ 「私の宝物」 （中学１年・国語）
400字で「私の宝物」について作文し、その作文に

合致する適当な画像をタブレット端末のカメラで撮影
し、発表する。以前は文章だけをみんなの前で発表し
ていたが、一枚画像が加わることによって、伝えたい
ことを詳しい説明でわかりやすく伝えることができた
り、説明に合わせて特に強調して見せたい箇所をマー
キングするなど表現にも工夫が見られるようになっ
た。カメラ機能を活用するだけで発表は大きく変化す
る。（図4）

□ テーマを決めてプレゼンテーションを制作する
（中学２年・英語）

（活用したICT機器等）
iPad、プロジェクタ、パソコン、プレゼンテーショ

ンソフトウェア　
（授業のねらい）
教科書の読み物で「環境問題」を取り扱っている

パートの学習をさらに発展させる。気候変動や海面上
昇、地球温暖化などについての英語表現を学ぶととも
に、自分たちが調べたことや考えたことをプレゼン
テーションにまとめ、発表する。
（指導計画…授業の流れ）
［1時間目］

1. デジタル教材で教科書の文章の音読練習をし
て、内容理解のQ-Aに取り組む。

2. 教科書の内容の概要を理解する。
3. プレゼンテーションの制作について説明する。

図3・学習ポータルサイトと教科のフォルダの例 図4　発表の様子　画像に書き込んでいる
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［2時間目］
1. 教員が環境問題についての考えをプレゼンテー

ションにまとめて生徒に見せる。（生徒が制作
するプレゼンテーションの参考になるように）

2. グループに分かれて環境問題について意見交
流、グループのテーマを決める。

3. テーマに基づいてプレゼンテーションのための
資料を探す。（図書資料、Web検索等）

［3時間目］
1. 図書資料、Webページから集めた資料をグルー

プで共有し、精選した上でプレゼンテーション
にまとめる。（プレゼンテーションソフトウェ
アを用いてプレゼンテーションのスライド制作
を分担する）

2. 各グループのプレゼンテーションは学習ポータ
ルサイトの掲示板に書き込みクラスを超えてお
互いの考えを共有する。

3. プレゼンテーションソフトウェアの「生徒間通
信」機能を使ってスライドを共有し、効果的に
順番を入れ替えたりして一つにまとめる。

4. プレゼンテーションにあわせて各スライドに英
語で録音する。

［4時間目］
1. テレビ会議システム（Skype）で外国人の先生に

プレゼンを示し、英語表現や内容について
フィードバックやアドバイスをしてもらう。

（英語で20分程度）（図5）
2. フィードバックやアドバイスをもとに最終的に

手直ししたプレゼンテーションをロイロノート
スクールで提出する。

プレゼンテーションを制作する際には、いきなりア
プリで作り始めるのではなく、英語の文章の論理立て
を考えながら、ワークシートに考えをまとめ、プレゼ

ンテーションの内容を固めてから制作に入るよう指導
する。そうすることにより、思考も深まり、より良い
プレゼンテーションになる。またすべてのことをICT
機器を用いて行うのではなく、紙（アナログ）とタブ
レット端末（デジタル）の特性を生かした活用を行うこ
とがICTを活用した授業における大切なポイントで
ある。

このプロジェクトにおいては教科書の内容理解の部
分は個別学習であるが、それ以外はすべて協働学習の
形で、英語の「読む」「書く」「聞く」「話す」の４技
能もバランスよく配置している。
（生徒の反応）

制作したプレゼンテーションをSkypeで外国人の先
生に伝え、フィードバックをもらうことによって、積
極的に一所懸命に英語を聞いたり、話しかけたりして
コミュニケーションをとる姿が印象的だった。生徒は

「自分たちの力だけでなんとか英語でやりとりしない
といけない」という気持ちになり、グループで協力
し、必死で英語を話そうと頑張っていた。今後２１世
紀型スキルを身に付けるために、ICT機器やタブレッ
ト端末を活用しながら、生徒が主体的に課題解決やプ
ロジェクトに取り組む機会を持つことが重要である。
その中で、生徒が自分たちの意見や考えを積極的に英
語で発信し、４技能のバランスのとれた授業をめざし
ていく必要がある。

3.　ICT活用のための校内研修について

本校のICT活用のための校内研修はICTを活用し
た教育についての研修とICT機器の活用スキルの向
上をめざす研修に大別される。

前者はICT教育先進活用事例についての研修であ
り、国内外のICT教育先進校の事例を紹介し、共有

図5　Skypeで外国人の先生と英語で交流 図6　教員研修の様子
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したり、教育とテクノロジーがどのように融合し、よ
りよい教育を生み出していくかについて、EdTechの
第一人者の講演などを企画し、世の中の動きを捉える
ようにしている。

後者はタブレット端末などの機器やアプリケーショ
ンの操作を学ぶワークショップであり、全員対象のも
のと自由参加のものがある。全員対象のワークショッ
プはできるだけ実際の授業に近い形で行い、参加した
教員が3、4人のグループに分かれ、生徒役になって
グループごとに協働で課題に取り組む。アプリケー
ションを授業でどのように使うかなど実際にイメージ
を持ってもらえるように工夫している。（図6）

4.　今後の展開　

タブレット端末の導入にあたってはインフラ整備が
強固でないとせっかくのタブレット端末も十分に活用
しきれない場合がある。

本校では現在1、2年生合わせて約600台のiPadが
稼働している。平成28年度には3学年全員がiPadを
所持することになり、約900台が稼働することになる。
タブレット端末の導入にあたってもっとも重要なのは
止まらずに安定した接続ができるWi-Fiネットワーク
である。本校は教科センター方式で毎時間生徒が教室
を移動するため、アクセスポイントが変わってもロー
ミングがスムーズに行えるように設計した。

MDM（Mobile Device Manager）による管理は平成
27年度より本格運用に移行したが、OSやアプリの配
信やアップデートなど、MDMを活用することで管理
する台数の増加に対して管理工程作業数を大幅に削減
することができる。

ICT機器やタブレット端末の運用にあたっては授業
支援のための人的配置も課題である。本校では平成
27年4月より、ICT支援員が図書・メディアセンター
に常駐し、教員の授業支援や機器操作の相談などを受
けている。

今後に向けて、現在のシステムを生かしつつ、授業
で求められる十分な活用を支えることができるよう、
学習ポータルサイトのコンテンツの充実などのインフ
ラ整備と教員が授業でタブレット端末を十分に活用が
できるよう、教員向けの研修と授業支援をさらに充実
させていく予定である。

本校のタブレット端末の導入コンセプトは「iPad
×ABC」である。「ABC」は学習の「基礎、基本」を
表すとともにそれぞれActive Learning、Blended 
Learning、Collaborative Learningの頭文字を表して
いる。これからも教科センター方式による学習への興
味、関心を常に引き出す教室運営、充実したICT環
境整備とあわせ一人一台のタブレット端末をシンキン
グツールとして活用することによって21世紀に求め
られる「新しい学び」をめざしたい。
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